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１．概要（Summary） 

半導体型カーボンナノチューブを用いて作成したデバ

イス（電界効果型トランジスタ）の性能評価を行う。 
また、ラマン分光装置にて CNT の物性評価を行う。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
ラマン分光装置、ソースメーター、プローバー 
【実験方法】 

プローバー上にデバイスをセットし、ソースメーターから

電圧を印加して測定を行った。 
Fig1 はシリコン基板上に作成したデバイスであり、Fig2

に測定の様子を示す。 

 
 Fig1.CNT FET on Silicon Substrate 

 
Fig2.Set Prover and Measure 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig3 に測定した IV カーブを示す。 

 
Ｄｒａｉｎ-Source 電圧の変化に対し、Drain current が

非線形に変化しており、トランジスタ特性を示していること

がわかった。 
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